








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　 　 　　 パル テ　 ノ 　ソて白金光を放って，処女神殿が輝き聾えてゐた。あ幽これだ，と思って，身を
投げるやうに，何処とも知らず，どかっと腰を下ろすと，それはまた馬鹿に硬
い大理石の石畳で，それが夏日に焼けて，尻が焦げると思ふほど，熱かった。
1
　澄み切った空が青いのか，紫色なのか，それとも黒いのか，その前に燦欄と
して輝く神殿の大理石列柱が白いのか，懐し金に沈んで暗いのか一何とも知
れず，神殿が白金光を放って脳髄中に燃えひろがったやうな気がして，無限に
大きいとも，また遙かに遠くなって小さいとも，訳がわからなくなったとき，
余は眼の前が真暗になったQ
　余はあまりの熱気と激烈な日光とに，眩量を起して倒れたのであった。ひど
い頭痛に見舞われて，重たい足どりで，その辺を少し歩いて，ホテルに帰って，
寝た。その夜の重苦しい夢に，燦燗として水晶宮の如く白光を放つ処女神殿が，
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掃っても掃っても眼の裏に現出して，頭痛をきりきりと支配した」⑦。
　「白金光を放って脳髄中に燃えひろがるやうな」パルテノンと言はれると，
盛夏ギリシャのまばゆくも真青な天費から，遮るものなく照射される烈日のな
かで，白金光に燃えひろがる神殿の壮観を，有無を言ばさず脳裏に灼きつけら
れてしまふ。ギリシャの光とはさういふものなのかと思ふ。まさにbrennend
strengとでも言ふべきであらうか。土佐出身の一友人は，かって東北の空の
不透明を曝って，土佐の空は絞れば滴るやうな青さだと語ったが，ギリシャの
空の青さは，その程度のものではないであらう。知人の一画家の語るところに
よれば，快晴の日の瀬戸内の空と難も，かすかながら，なほ薄墨の一沫を含む
といふ。
　ギリシャ風土に直接しての，光のミ＝ステェリウムの体験の，或は精緻な分
析に於て，或はその勤抜なる白描に於て，上記二文の右に出るものは，世界紀
行文のうちに於ても数多くはないであらう。とまれホオフマンスタアルの場合
にあっても，一挙にしてゲエテをロオマ人と感じさせたあの決定的な体験は，
眉を圧して迫るギリシャの風光に直面してはじめて可能であったと思はれる。
然しアポロを夢の神とみるニィチェの観想は，それ自体一個のTraumbildに
すぎないとする，ケレエニュィの軽狡な椰楡にも拘らず，「ディオーニュゾス
的なもの」に拮抗する強力な対極として，アポロを把えたニイチェの予感のう
ちには，やはり，「美が力と，力が生のもつあらゆる恐るべきもの，脅威的なも
のと緊密に血をかよはせてゐる」消息を，ギリシャ風土の真唯中に身を置いて
感得したホオフマンスタアルの直観に，消極的ながら，すでに先駆するものを
ひそめてゐなかったとは言ひ切れないであらう。ディオーニュゾス的なものの
対極として眺められたアポロ的なもの，　　それはもはやいつまでも古典派風
に優雅なものの域内にとどまることはできなかった。そしてその後に於ける古
代研究の進展は，このやうな意味での優雅なアポロ像から去って，ディオーニ
ュゾスに拮抗し，否，それを制御する威力に浴れたアポロ像といふ成果に到達
してゐるのであるが，これは十九世紀にあっては，まさにニイチェによっては
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じめて予感され，その始動を与へられたものに外ならなかったのである。
註　（1）拙訳「ディオーニュゾス的世界観」（角川文庫版「わが生涯より」263－264
　　　頁。なほG．・d．・T．§1．（M．A．　III．　s．24）参照。
　　（2＞M．A．　XIX．　s．360－361．
　　（3）　Karl　Ker6nyi，　Apollon，　s．40－41．（，，Nicht　jener　Apollon　soll　hier
　　　gemeint　sein，　den　Nietzsche　uns　schilderte，　Jener　Apollon　der
　　　Traumwelt　ist　selber　ein　Traumbild．”）
　　（4）Walter　F．　Otto，　Das　Wort　der　Antike，　s．53．
　　（5）Hugo　von　Hofmannstahl，　Griechenland（1922）（ausgewtihlte　Werke
　　　in　Zwei　Banden，2，　s．671　ff）．
　　（6＞　Griechenland，　Schilderungen　deutscher　Reisender，　s．26．
　　　（，，Jahreszeiten　in　Griechenland”）
　　（7）矢代幸雄「ギリシャの今頃」（「世界紀行文学全集第16巻，68頁。）
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　アポロの神格が，その最古の中核に於ては，アジアの大地神系の大女神ラー
ダー（ギリシャ名Leto）の息子で，その職能が，植物の繁茂と動物の繁殖を司る
ところにあったらしいことは，略々最近の定説であり，Apollon　Letoios即ち
これである。その多種多様な職能によって呼ばれるアポロの特殊神格を，ここ
に枚挙することは差控えるが，アポロが太陽神であったことを直指したと考へ
られる名称は，殆と見当らないと言づてよい。所謂アポロン・リュケイオス
（’Aπ・2λtuv　Jlvrcεc・c）は，　A・B・クックなどが，　Zeus　Ly’kaiosの研究に当って
詳細に追究したやうに，語源的にみれば，光明神アポロに傾く可能性を多分に
含むものかも知れないが，実際信仰としてのアポロン・リュケィオスは，狼
（Rb・・c）と不可分の関係にあり，狼の姿の女神を母とし，自らも狼の姿をとり，
かつ狼を聖獣としたといふ（1）。このやうなアポロン・リュケイオスの祭祀が，
ゼウス・リュカイオスの場合のやうに，犠牲として人身御供を要求したかどう
かは明かではないが，何れにしてもそれは，ホメロス以前のアジア的古層に於
けるアポロの一姿態を示すものであるだらう。然しホメロスに到っても，アポ
ロと太陽との結びつきを示す箇所は見当らないし，詩人はアポロを，ヘーリオ
スからはっきり区別さへしてゐるのである。オルペエウスは，アポロを太陽と
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して崇敬したと伝へられてゐるが，オルペエウス関係の文献が，ホメロス，ヘ
シオドス以後に於ける偽作と看倣されてゐる限り，太陽神としてのアポロ伝承
を，ホロス以前に潮らせることは，穏当を欠くと言ってよいであらう。然し，
後年にもせよ，そのやうな伝承を生んだところには，必ずその根拠となった何
ものかがあったに違ひない。例へば，W・F・オットオなどは，イーリアス第
一歌にうたはれたやうに，ギリシャ方の陣営に遠矢を放って疫病を生ぜしめる
神としてのアポロが，一見，恵みの神としての太陽神の通念には反するやうに
見えながら，却ってこれを裏面から立証するものと考へてゐるのである，即ち，
バビロニアのネルガルNergalは，人間たちのもとに，悲惨や熱病やペスト
などを送りとどける恐しい神であるが，この神こそまさに正午の，また夏至の
神であるところを以て見れば，同じ意味でアポロもまた，太陽神であったこと
に疑ひはないと言ふのである（2）。盛夏の烈日に灼かれ，パルテノソを仰ぎつつ
卒倒された矢代氏もまた，「ギリ1）／ヤ神話は太陽神アポロを猛々しい弓箭の神
と想像した。それには髄かにその道理がある。太陽は残酷なる金光の箭を天空
から射おろす。アポロ神を祀るデルフィへ行くと，神の威力と暴虐とは一一‘ffH露
骨に感ぜられた」（3）と記してゐる。
　デルフィの一年は夏至の直後にはじまり，この月はアポロに因んで，アペラ
イオス（Apellaios）と呼ばれる。丁度，古代ロオマで，アポロと等しく本来は光
と太陽との神であったヤアヌスの月が，冬至につづくやうに，冬至はまたアポ
ロの神聖な時節でもある。文献にあらはれる神々の祭祀の最古のものは，オデ
＝ツセエに語られてゐる冬至の節の新月の日に斎行されるアポロン祭である。
然しアポロの，古くまた重大な祭儀の多くは盛夏の候に当る。デルフィではア
ポロの誕生日は，Bysiosの月の第七日に祝はれたが，春はこの日に始まる，
そして本来は，この時節に当ってのみ，神託が与へられたのである。デルフィ
のBysiosの月に相当するものは，デーロスに於ては，　Hierosの聖月である
が，日々の朝及び月の朔日にはアポロン拝が行はれたのもまた，アポロの光の
本質に照応するものであったらう。そこから，朝の神及び新月の神といふ彼の
添名もまた来てゐるのである。
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　アポロが小アジア的原始の古層から，ギリシャ的新生を遂げるに到るまで経
歴した諸楷梯を詳しく追究することは，私たちの当面の課題ではない。ホメロ
ス以後のギリシャが，小アジア系の大地諸神と，それの包蔵する要素的な威力
を，大幅に摂取したことは確かであるが，それらを高次の宇宙体系のうちに止
揚することによって，旧信仰がそれにまつはる魔術的性格を祓除され，オリュ
ムボス的神体系として面目を一新したことも，多言を要しないであらう。その
意味に於て先史的なアポロと，ホメロス以後のオリュムボス的アポロとの間に
は，格段の相違があり，ニィチェの視点もまたここに据えられてゐたことは既
に眺めた如くである。
　私たちに伝へられたギリシャ神話，とりわけその先史的古層からも察せられ
るやうに，人間は初めから神や人間自身の姿を，ギリシャ彫刻にみられるやう
な理想的人間像として直観し得たのではなかった。それは，G・リヒターなど
も興趣深く追究してゐるやうに，人間自身が，つねに必ずしも人間ではなかっ
たからである。’ 凵Xに，また不可思議な楷梯とリズムに於て人間は，鉱物，植
物，動物など，あらゆる存在領域を透過することによって，はじめて人間自身
に到達したといふこともまた，一面の消息を伝へたものではないであらうか。
従って人聞は，そのやうな諸楷梯を，謂はば宇宙的な回想として，深く身内に
蔵してゐる，と言ってよいかも知れない。然しこのやうに，常住に人間に向っ
て前進し，人間といふ面に於て得るところが多くなればなるほど，他方，宇宙
的に要素的な面に於て喪ふところもまたそれだけ大きくなる。エヂプト人が神
々の姿を，動物存在に親近なものとして表現したことの秘密もまた，その辺に
あったかも知れない。それは人間が，根源的に宇宙的な秩序のなかへ深く畳み
こまれ，一切の人間的な良度を超えて，意識無意識の彼岸に生きてゐたあの蓬
々たる太古の世に於ける存在状態への敬度な追憶として，奇妙ではあるが，や
はり祖先崇拝の一種であったと考へてよいであらう。エヂプト人にとって，動
物であるということは，要素的存在であるといことに外ならなかった，換言す
れば大法則に随順してゐるといふこと，従って最深の意味で思ひ邪まなく，常
住に正しきを保ち，一個の宇宙的譜音であるといふことなのであった（4）。
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　ところでギリシャ神話の世界にも，人間でもなく動物でもない異形のものが
往々にして出没するが，なかでも古彫刻などによって私たちに親しいものに，
半人半馬のケンタウPtイがある。いまなほ人々は，或は牙リェムピアのゼウス
神殿の西破風に或はアテネのパルテノンのメトーペに，或ぱフィガリアのアポ
ロ神殿のフリースに，ケ．ソタウロイとラピタイ族との戦闘の神話を，優れた浮
彫に於て眺めることができるであらう。上半身と頭部が人間で，下半身が馬で
あるやうな怪物は，もとより人間空想の所産であると考へられるかも知れない。
然しこれに対して鋭く抗議しながら，リヒターは一風変った説得的な調子で次
のやうに述べてゐる，「……然し劣ソタウロイは現実に実存したのである。しか
も全く疑ひもなく，多くのギリシャ人たちが彼らを目撃したのであった。ただ
ギリシャ人たちは恐らく，彼等が一ケンタウロイとして一，外官を以て知
覚されるのとは異った世界の領域に属してゐることを，同様に明かに知ってゐ
たにすぎない。然し彼らとの生死を賭した戦が，あくまで闘ひぬかれなければ
ならなかったほどに，彼らは現実味のある存在であった。ケソタウロイとの戦
は実際に行はれたのである……。
　（ケγタウPイにあって〉人間存在の一半は，な1ままだ動物的なものから脱け出
て生れてはゐない。本来的に意志的に決定的な要素は，ここでは人間的なもの
ではなくて，動物的なものなのである……。
　……頭部だけでなく，人間の鼓動と呼吸との行はれる胸部もまた生れてゐ
る。然し相変らず，人間はなほ深く夜闇のうちにひそんでゐる。思惟と情感と
は，思ふに人間的なものの領域へ向って解放されてゐるが、，一然し本来的な
意志の諸力は，深く闇のなかから立昇って，人間をその欲する方向へ，運びか
つ拉し去る。ケソタウロイはやっぱりなほまだ，人間よりも動物に親近なので
ある」（5）。
　とは云へ，ケンタウPイに於ては，水平の方向を示す動物的体躯に対して，
垂直の方向を本質とする人間の上体が，見紛ふ余地なく看取されるのである。
よってそれは，人間的なものの萌芽を見せながらも，なほ動物的な体躯の優越
を主張するもの，例へば砂漠の流砂に殆どそめ全身を埋めたスフィソクスのや
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うなものには遙かに立ちまさってゐると言ってよいであらう。獣身のなかから，
辛じて頭部がせり出してきたやうにみえるスフィンクスに於て私たちぱ，人間
的なものの黎明がなほ遙かであることを予感する。　　　　　　　　’
　それに比すればケソタウロイは，宇宙的に根源的な要素が，自己を自覚して
真の人間の姿に達する一歩手前の楷梯に達したと考へてよいであらう。
　ところでホメロス以後のギリシャになると，人間は漸く本来の意味に於ける
人間の自覚を深めて，あらゆる方向に亘ってこれを具現しはじめる。人間が自
己を動物から，動物を自己から引きはなし，しかも完壁に動物を制御してゐる
姿勢を示したものとして，デルフィなるアポF神域出：ヒのあの駅者像は，一個
の優れた象徴であり得るであらう。「彼は動物的なものの彼岸に，その外側に
立ち，油断なく，沈着にかつ制御の威力を発揮する。……動物の偉大な力によ
って運ばれるに任せてゐるこの人物は，しかも手綱をしかり握って放なさない。
悠々と，大人の風格を以て突立ってゐるが，動物を打殺したり押しのけたりす
ることなく，それを制御して自己の願使のもとに据えてゐるのである。……オ
リュムピ7競技の戦車競争は，単にスポーツ的な出来事としてではなく，人間
的な根元体験として，このやうな深い意味に於ても体験されたに違ひない（6）」。
駅者像，それはケソタウロイの克服老であり，人間の発端を意味する。けれど
もその背後には，宇宙的に根源的なあらゆる要素の駅者なるアポロが，厳然と
控えてゐるのである。オリュムピアのゼウス神殿のあの広大な破風面を圧し
て，相闘ふケソタウロイやラピタイ族の真唯中に，それらを遙かに抜いて，こ
の戦闘を決定する本源的存在として，厳命でも下してゐるもののやうに，腕を
水平にさしのばして，威風堂々と立ってゐるアポロ像一ここにはじめて本来・
的にギリシャ的なアポロが姿をあらはしたと言ってよいであらう。広く開かれ
たその眼差は威力にあふれてゐるが，一方，力強く高貴な唇のあたりには，高
き叡知の，優雅にして殆ど憂欝とも言ふべき一沫の陰影が宿る。最古の丹情詩
　　　　　　こ　がねによって，「黄金」のと歌はれた美事な髪が，額のところまで豊かに波うって
くる。要するに男性的な力と明晰さとが，崇高微妙なものと結んで，高貴な威
風が四辺を払ふのであるG
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　野性的なディオメエデスに停止を命ずるあの雷震を思はせる声（7），またバト
ロオクロスを途に擁iして，これをその突進のさなかに打砕くあの凄じい威力
が（8），その口や腕から送ったとしても不思議ではないであらう。実に，イーリ
アスに登場するホメ’ロスのアポロ像は，名馬クーサソトスが，突如，人語を以て
語るやうに，「神々のなかの最も力強きもの」（9）であり，精神の高貴によって遠
く光芒を放つものなのである。
註　（1）
　　（2）
　　（3）
　　（4）
　　（5）
　　イナアに感謝の意を致してゐるところからみれば，
　　イナア派であると考へられ，彼の観想もまたそこに脈絡すると思われるので，
　その用意を以て読めば，教へられるところのある好著でらう。
（6）　a．a．0。　s．89．
（7）　111ias，5，440．　（8）　a．a．0．16，788．　（g）　a．a．　O．19，413．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一昭和38年3月24日一
松村武雄「古代ギリシャに於ける宗教的葛藤」，238－242頁参照。
Walter　F，　Otto，　Das　Wort　der　Antike，　s．55－56．
矢代幸雄「ギリシャの今頃」（前節，註（7）参照〉。
Gottfried　Richter，　Ideen　Zur　Kunstgesehichte，　s．26－27．
a．a．0．　s．83－84．一この書の序文に於て著者が，ルードル・フシュタ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リヒター・は，或はシュタ
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